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建設事業、自動車運転の業務、医師に係る時間外労働の
上限規制について

～令和６年４月１日より適用となります～
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時間外労働の上限規制について

平成３１年４月１日に施行された改正労働基準法により、時間外労働の上限規制が導入された（中小企業について

は令和２年４月１日からの適用。）。



建設事業、自動車運転の業務、医師に係る時間外労働の
上限規制

令和６年４月１日以降、適用を猶予されていた建設事業、自動車運転の業務及び医師についても時間外労働の上限

規制が適用となる。

原則となる上限規制は、一般の事業・業務と同じであるが一部適用の除外等がある。

建設事業

自動車運転の

業務

医師

事業・業務
猶予期間中の取扱い

（令和６年３月３１日まで）

猶予後の取扱い

（令和６年４月１日以降）

●災害の復旧・復興の事業を除き、上限規制がすべて適用されます。

●災害の復旧・復興の事業に関しては、時間外労働と休日労働の合計について、

   ✓月100時間未満

   ✓２∼６か月平均８０時間以内

とする規制は適用されません。

●特別条項付き３６協定を締結する場合の年間の時間外労働の上限が年９６０時間となり

ます。

●時間外労働と休日労働の合計について、

   ✓月100時間未満

   ✓２∼６か月平均８０時間以内

とする規制は適用されません。

●時間外労働が月４５時間を超えることができるのは年６か月までとする規制は適用され

ません。

医療機関をＡ、連携Ｂ、Ｂ、Ｃ-１及びＣ－２水準に分け、その中で従事する医師の業務

によって、上限規制を適用します。

上限規制は適用されません。



医師に係る時間外・休日労働時間の上限規制

医療機関の水準と時間外労働・休日労働の上限規制

診療従事勤務医の一般的な水準をＡ水準とし、連携Ｂ、Ｂ、Ｃ－１及びＣ－２に指定された医療機関において、指

定された理由となった業務に従事する医師のみが連携Ｂ、Ｂ、Ｃ－１及びＣ－２に適用される上限規制を受ける。

－

臨床研修医・専攻医が研修プ

ログラムに沿い基礎的な技

能・能力を習得

臨床従事６年目以降の医師

が、高度な技能・能力を習得

医師の派遣を通じて、地域の

医療体制を確保

長時間労働となる理由

１００時間未満 ９６０時間以内 １８６０時間以内

医療機関が必要と

する指定

－

(Ａ)

連携Ｂ

３６協定の１か月

の上限時間

３６協定の１年の

上限時間

実際の１年の上限

時間

医師に適用される水準（原則）

１００時間未満 ９６０時間以内 ９６０時間以内

１８６０時間以内

１８６０時間以内

Ｂ

Ｃ－１

１００時間未満Ｃ－２ １８６０時間以内 １８６０時間以内

１００時間未満 １８６０時間以内

１００時間未満 １８６０時間以内

地域医療の観点から必須とさ

れる機能


